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Ⅰ 法人の概要（2024 年 5 月 1日現在） 

  法人名     学校法人頌栄保育学院 

   所在地     兵庫県神戸市東灘区御影山手 1丁目 18番 1号 

           電話    078-842-2541 

           ファックス 078-851-2154 

1）建学の精神 

    「神をわれらの主とあがめ、神の子イエス･キリストをわれらの救い主とする信仰に

立ち、創設者アニー･L･ハウがもっとも信奉したフレーベルの教育理念を幼児の保育

に生かした教育・研究・実践を通して、広く神と人とに仕える。」 

    頌栄保育学院は、1889 年アメリカン・ボードの教育宣教師アニー・L・ハウによっ

て開設された、現存する日本最古の保育者養成校から始まっている。頌栄とは GLORY

の訳で、神の栄光をほめたたえるという意味であり、子どもに仕える保育の業が、神

の栄光を現すものであるようにとの祈りが込められた名称である。 

 

2）学校法人の沿革 

1889年 10月 22 日  日本で最初の私学の保母養成校として、頌栄保姆伝習所 

（現頌栄短期大学の前身）創設 

1889年 11月 4 日  頌栄幼稚園創設 

1908年 9月 17日   兵庫県から幼稚園保母無試験検定の指定 

1935年 6 月 16 日   頌栄保育専攻学校に改組 

1950年 3月 14日   頌栄短期大学の設置認可、保育科設置 

1951 年 3月 5日   学校法人頌栄保育学院を設置 

1953 年 3月 5日   厚生大臣から保母資格試験の科目免除校の指定 

1958 年 3月 18日  保育専攻科（修学年限１年）の設置認可 

1964年 3 月 14 日  厚生大臣から保母養成所の認可（児童福祉施行令規定による） 

1979 年 8月 1日   学校法人頌栄保育学院の位置変更の認可 

1980年 4月 1日   文部大臣、厚生大臣から定員増（学則変更）の認可 

（60人から 100人） 

1991年 3月 30日  文部大臣から寄附行為の変更認可を得て、頌栄人間福祉専門学校設立 

1994年 2月 1日   頌栄短期大学専攻科（保育専攻）を学位授与機構が認定 

2000年 2月 15日  学位授与機構から頌栄短期大学専攻科（保育専攻）の 2年制が認定 

2000年 3月 21日  頌栄短期大学保育専攻科 保育専攻に課程認定 

2006年 4月 1日   文部科学大臣、厚生労働大臣から定員増（学則変更）の認可 

（100人から 150人） 

2009年 11月 30 日  頌栄人間福祉専門学校 廃校 

2014年 10月 25 日  創立 125周年記念式典を挙行 

2019年 10月 26 日  創立 130周年記念式典を挙行 

2021年 4月 1日    文部科学大臣、厚生労働大臣から定員減（学則変更）の認可 

（150人から 125人） 

2024年 4月 1日    文部科学大臣、厚生労働大臣から定員減（学則変更）の認可 

（125人から 100人(保育科)）  

           文部科学大臣から定員減（学則変更）の認可 

（20人から 10人（専攻科）） 
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2024年 12月 19 日 理事会において、2026年度以降の保育科の学生募集停止を決定 

2025年 4月 1日 文部科学大臣、厚生労働大臣から定員減（学則変更）の認可 

（100人から 40人(保育科)）  

         専攻科（保育学専攻）募集停止 

 

3）設置する学校の名称・所在地 

   頌栄短期大学 保育科・専攻科 

    兵庫県神戸市東灘区御影山手 1丁目 18番 1号 

   頌栄幼稚園 

    兵庫県神戸市東灘区御影山手 1丁目 18番 1号 

 

4）役員・評議員の概要 

   理事 9名 

理事長  相澤 弘典 

副理事長 林 典宏 

理事   関田 良 

理事     厨子 直子 

理事     佐藤 成美 

理事     水野 雄二 

理事     宗行 孝之介 

理事   森  孝一 

理事   吉田 啓子 

 監事 2名 

監事   比嘉 一美 監事   須田 巖 

 評議員 21名 

評議員  愛甲 幸子 

評議員  飯  謙 

評議員  内海 満子 

評議員  小野 里佳 

評議員  佐藤 成美 

評議員  清水 嘉津子 

評議員  菅根 信彦 

評議員  関田 良 

評議員  髙倉 京子 

評議員  竹田 契一 

評議員  中野 敬一 

評議員  馬場 一郎 

評議員  林 典宏 

評議員  原  寛 

評議員  福田 修也 

評議員  水島 祥子 

評議員   水野 雄二 

評議員  森 孝一 

評議員  安室 彰子 

評議員  山路 喜代子 

評議員   吉田 啓子 
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5）教職員の概要 

   教職員数 

    頌栄短期大学 

  男 女 合計 

教員 3 11 14 

（教授） 0 4 4 

（准教授） 3 1 4 

（講師） 0 5 5 

（助教） 0 1 1 

職員 1 9 10 

合計 4 20 24 

 

頌栄幼稚園 

  男 女 合計 

教諭 1 4 5 

計 1 4 5 

 

6）短期大学・幼稚園の入学定員、学生・園児数の状況 

頌栄短期大学 

    保育科 

 
入学定員 

現員数 

男 女 合計 

保育科 1年 100 2 45 47 

保育科 2年 125 2 68 70 

計 収容定員

225 

4 113 117 

     

専攻科 

 
入学定員 

現員数 

男 女 合計 

専攻科 1年 10 1 10 11 

専攻科 2年 20 1 7 8 

計 収容定員 40 2 17 19 

 

頌栄幼稚園 

 定員 園児数 

年少 

100 

14 

年中 8 

年長 23 

計 100 45 
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7）卒業、修了者数 

    2025年 3月 頌栄短期大学 保育科卒業者数     64名 

                  専攻科（保育専攻）修了生数 8名 

           頌栄幼稚園  第 136回卒業園児数 24名  
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8）校地・校舎・設備等の状況 

校地等（㎡） 

校
地
等 

区分 
専用 

（㎡） 

共用 

（㎡

） 

共用す

る学校

等の専

用

（㎡） 

計 

（㎡） 

基準面積 

（㎡） 

在籍学生一

人当たりの

面積（㎡） 

備考（共

有の状況

等） 

校舎敷地 5,482 0 0 5,482 

3,000 66.2 

 

運動場用地 8,421 0 0 8,421  

（小 計） 13,903 0 0 13,903  

その他 13,698 0 0 13,698  

合 計 27,601 0 0 27,601  

  

校舎（㎡） 

区分 専用（㎡） 共用（㎡） 

共用する学校

等の専用

（㎡） 

計（㎡） 
基準面積

（㎡） 

備考（共

有の状況

等） 

校舎 7,621 0 0 7,621 2,850  

 

教室等（室） 

講義室 演習室 実験実習室 情報処理実習室 語学学習施設 

14 23 4 1 0 

 

専任教員研究室（室） 

専任教員研究室 

16 

 

設備 

図書館 

面積（㎡） 閲覧席数 蔵書冊数 

375（事務室

徐） 
52 114,601 

体育館 
面積（㎡） 体育館以外の施設の概要 

2,081 なし 
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Ⅱ 頌栄短期大学の取組 

1）キリスト教教育の取組 

   宗教部は、礼拝や宗教行事をはじめとする、本学のキリスト教主義保育者養成機関と

しての根幹を担う部署である。 

① 礼拝について 

   毎週火曜日と水曜日の 1 講時後に全学年がチャペルに会する形で実施した。また、宗

教行事の際は地域の教会の牧師、社会福祉法人、同窓生に奉仕していただいた。キリス

ト教主義教育はキリスト者だけでなく教員全体で担う姿勢の表れとして短期大学と頌栄

幼稚園の教員にも奨励を担当していただき、恵まれた礼拝を守ることが出来た。 

 礼拝の司会や奏楽を多くの学生たちが積極的に担うことで、共にキリスト教教育の根幹

である礼拝を整えることが出来た。日々の礼拝で聖歌隊が会衆賛美をリードすることが

できた。 

② 式典 

入学式は、新入生とご家族に加え、在学生、同窓生をはじめとする来賓にも参列して

いただくことが出来た。 

創立記念礼拝では、前理事長菅根信彦牧師を迎え、建学の精神に触れる時となった。 

卒業式も卒業生・修了生が全員チャペルに集い、来賓や家族も参列して執り行うことが

出来た。 

③ 宗教行事 

   今年度の宗教行事はすべて全学年で同時に実施し、ハンドベル・クワイヤーが多くの

場面で奏楽を担当した。 

新入生が建学の精神に触れる春季キリスト教研修会は、日本基督教団神戸教会を会場に

して行った。母の日は、花の日はチャペルに一同が会する形で実施した。 

 秋季キリスト教研修会では、初日に収穫感謝礼拝を東神戸教会の大澤宣牧師を迎えて

執り行った。収穫物ではなく保存の可能な食品を集めフードバンクを通して困窮する家

庭を支える取り組みへとつなげ、有志の学生らとフードバンク関西の拠点へとお届けし

た。また主題講演はアルテイシア氏を招き、ジェンダーやセクセクシャリティについて

考える豊かな学びが与えられた。二日目は竹佐古真希先生（関西学院大学オルガニスト）

を招いて全学年対象のパイプオルガンコンサートを開催した。 

   点火祭は、幼稚園の園児、保護者、教諭らと短期大学の学生、教職員に加えて地域の

方にも呼びかけて、園庭にてクリスマスの幕開けをともに祝うことが出来た。クリスマ

ス礼拝は西宮教会の竹前篤牧師よりメッセージをいただき、ページェントを学生のボラ

ンティアによって実現、聖歌隊とキャスト、裏方が精一杯に表現し、クリスマスの喜び

を分かちあうことが出来た。クリスマスの夕べは、昨年に続き神戸マス・クワイアの佐々

木咲野加先生にメッセージとコンサートを担当いただき、聖歌隊とも協働することがで

き、ページェントも上演した。なお、教員の幸田瑞穂先生によるキリスト誕生の場面を

造形したネイティビティはクリスマス・カード用の写真を撮影するとともに、日常的に

図書館前の切り株にシンボルとして飾り、クリスマスの喜びを共にすることが出来た。 

 

2）教学支援の取組 

原則として毎月第 4火曜日に、対面での定例会議を計 11回、臨時会議を 6回開催し

た。さらに、サイボウズを用いた書面による審議を 7回実施した。この他にも、対面で

の卒業認定者準備会議および修了認定者準備会議を各 1回行った。 
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2023年度に引き続き、授業回数が不足する科目は授業支援システム「Pholly」を活用

し、遠隔での授業を行った。 

 

① 保育科 1年生に対しては、入学前課題の取り組みを「基礎演習」の授業につなげた。

前期の授業では、保育者に求められる対話や基礎知識の習得を目指した取り組みを実

施した。後期の授業では、初めての取り組みとしてディプロマポリシー（DP）を意識

したグループでの協働活動を重点的に行い、学生が計画・準備した遊びを頌栄祭で実

施した。 

② 社会に求められる汎用的な能力・態度・志向を測定する「PROG」を保育科 1年生に対

して実施した。結果をもとに学生が振り返りを行い、個別担任との面談においても結

果を活用した。 

③ 保育科 2年生の「現代保育・教育問題演習」において、一人ひとりが関心のあるテー 

     マを探究し、プレゼンテーションや卒業研究レポートの執筆を行うなど、ディプロマ

ポリシー（DP）に示された課題意識を持って学ぶ姿勢の醸成へとつなげることができ

た。 

④ 専攻科 1,2年生の研究活動は、保育科の「現代保育・教育問題演習」の学びを専攻科

の「保育研究演習」「修了研究」に緩やかにつなげる形で展開した。学生の研究テー

マを考慮したゼミ配属を行い、学生は保育科で身につけた学び続ける姿勢をもとに、

主体的・協働的に探究活動を行うことができた。 

⑤ 配慮や支援を必要とする学生をサポートするための体制づくりの強化とフローの明確

化を行った。体調不良を訴える学生や欠席回数の嵩む学生に対しては、個別担任によ

る面談をはじめ、学生支援課、休養室、学生相談室と連携しながら対応にあたった。

必要な場合には保証人と連絡をとり、家庭でのサポートも依頼した。長期履修や休

学・復学等の学籍異動に際しては、個別指導および支援を細やかに実施した。授業に

おける合理的配慮の実施にあたっては、学生支援課、学生相談室、休養室と密に連携

し、学生が安定して学修に臨むことのできる環境を整えることに注力した。 

⑥ 授業支援システム「Pholly」を介した授業回数不足分の遠隔授業や課題の実施にあた

っては、Pholly での学修に苦手意識をもつ学生に対するフォローを細やかに行うため

に、ルールの見直し等を行った。また、学生が意識して Pholly授業や課題に取り組

めるよう、出欠の取り扱いを含めた周知内容の具体化を継続して実施した。生成系 AI

の使用や遠隔授業を受けるにあたっての倫理的なルールは、前後期オリエンテーショ

ン時や試験前諸注意等において、複数回説明した。 

⑦ 入学前課題として、アドミッション・ポリシー（AP）とディプロマ・ポリシー（DP）

のつながりを念頭に置き、「子ども理解」の重要性を考察できる図書課題の検討と文

章課題の作成を行った。また、入学後の授業や実習につながる保育用語を学ぶ課題を

提示した。さらに、スクーリング時の音楽グループレッスンと豊かな児童文化財に触

れられる図書館でのミニ授業に加え、希望者を対象にしたピアノの個人レッスンも実

施した。 

⑧ 試験を受験するうえでの諸注意や公欠の取り扱いについて、他大学の取り組みも検証

しながら検討を続け、必要な改訂を行った。 

⑨  前年度に引き続き、厳格な成績管理のもと、学生支援課と連携して「高等教育の修学 

支援新制度」への対応を実施した。 

⑩  2025年度版『シラバス』『頌栄短期大学のしおり（保証人対象の説明冊子）』『教務案
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内』を作成した。 

 

3）学生支援の主な取組 

学生支援の担当する主な分掌は、学生の諸活動および福利厚生に関することである。今年

度は定例部会 12 回のほか、サイボウズ上でのスレッドを活用し、学生の活動に支障をきた

さないよう部署内の迅速な情報共有と対応に努めた。食堂も通常営業を行った。 

① 学生の活動について 

学生が参画する活動であるクラブ・同好会活動では、学外での催しに参加するなど、

活動範囲を広げている。また、自治会活動についても、学生支援部教員や学生支援課員

の支援やアドバイスのもと、大学祭（頌栄祭）実施に向けての検討を進め、同窓会と幼

稚園とともに開催することができた。自治会による新入生歓迎会等の催しも学生たちの

考えをもとに支援を進めた。 

次年度も自治会運営をはじめ、学生が主体的に参画する自治会やクラブ・同好会活動の

支援を進めていきたい。 

② 休養室・学生相談室による合理的配慮を要する学生への支援体制について 

休養室は学生の登校に合わせた開室を行った。学生相談室は、開室での相談を基本と 

しつつ、必要に応じ電話やメールでの相談も実施した。休養室には心の問題を抱えた学

生など体調不良以外の来室もあり、学生相談室との恒常的な連携が不可欠となってい

る。学生相談室には、学生のさまざまな状況を踏まえた対応等について教職員からの相

談も増えているほか、保護者からの相談も増えてきている。 

従来学生相談室と休養室および教務課との学生相談室会議を実施してきたが、改正障害

者差別解消法施行による障がいのある学生の困難を軽減する合理的配慮の義務化に向け

て体制やハンドブックを整えつつ、学修支援センターにおいて学生の様子や相談室の利

用状況等の共有を図って修学支援に取り組んだ。合理的配慮を必要とする学生につい

て、学校生活全般はもちろん、進路選択への支援も重要になってきており、今後も学生

の状況に合わせて取り組んでいく必要がある. 

③  奨学金について 

奨学金に関しては、日本学生支援機構の奨学金制度（定期、緊急・応急）に加え、一 

般財団法人生命保険協会保育士養成給付型奨学金、本学独自の岡松枝記念給付奨学金、

「岡松枝記念書籍助成」、一般財団法人報国積善会奨学金(岸本奨学金）等の募集を実施し

た。申請者に対して書類審査、面談等を行い運営した。また、日本基督教団神戸教会給付

奨学金については、該当者がいなかった。神戸市の自治体事業として実施されている保育

士修学資金貸付事業も、学内の推薦基準に照らして適切に推薦を行った。 

いずれの奨学金も学生への経済的支援として、次年度も迅速かつ適切に実施していく。 

 

4）進路支援の取組 

①「進路ガイダンス」について 

2023年度は「キャリアへのアプローチⅠ」および「キャリアへのアプローチⅡ」の授

業内容との検討をさらに進め、調整を図ったうえで進路ガイダンスを計画し、実施し

た。就職試験対策、模擬試験、模擬面接やキリスト教主義園内定者へのガイダンスな

ど、重要な内容を精選するとともに、さまざまな進路選択に合わせたプログラムを実施

している。 

また、進路支援で作成し、学生に配布している『就職の手引き』を「進路ガイダンス」
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と「キャリアへのアプローチⅠ・Ⅱ」のテキストとして活用し、統一感をもって進めて

いる。 

次年度も当該年度の学生にとって適切なものとなるよう、時期や内容等を検討して実施

していく。 

② 進路資料室等での情報提供について 

進路資料室には過去の求人状況、受験報告書、就職関係書籍等の資料も揃え、またパソ

コンの設置により就職情報を検索できる環境を整えている。また、求人情報や就職フェア

等の情報提供を掲示で行った。さらに、phollyシステムを利用して、求人票や就職フェ

アの情報を Web上での閲覧ができる状態を継続し、確実な情報提供を心掛けた。 

自治体や団体単位で開催される保育職の就職フェアについても進路決定の重要な機会とし

て位置づけ、1年次から意識できるよう、「進路ガイダンス」や「キャリアへのアプロー

チ」時にも情報を伝えた他、ボランティア・アルバイト等による保育体験の案内について

も掲示版で情報提供を行った。 

③ 進路選択と就職状況について 

進路状況は 2024 年度も 100％の保育職就職率を達成している。ただし、保育職への熱 

意や就職先への志望動機が低い状態のままで就職活動が進まない学生や早くに就職先を決

めようとして比較検討をしない学生が若干みられ、ミスマッチングにつながりやすい状況

もうまれている。今年度は保育職以外の選択と保育職とを迷う学生が数名おり、卒業後の

進路選択が明確ではない学生への支援にかなりの時間をかけて取り組んだ。また、他大学

編入の進学者は 2名、うち 1名は協定校への初めての編入学者となった。 

 今年度は就職後 1年未満の中途退職者もおり、卒業生と就職した園への対応を行った。

ミスマッチングを防ぐため、「進路ガイダンス」や「キャリアへのアプローチ」をはじ

め、さまざまな機会を通じて情報提供を行っているが、就職試験先の決定までに志望動機

や就職への意識を明確にしていく丁寧な取り組みが一層必要となっており、教職員の意識

の共有を図ることが不可欠である。さらに、保育職に向けて課題のある学生に対する支援

のあり方も検討課題となっている。 

④ 卒業生の支援について 

 新卒業生の就職先である保育現場は全て教職員が訪問し、訪問記録をとっている。新卒

業生懇談会は 7月に実施し、来校した卒業生はもちろん、卒業生同士のネットワークから

当日来校していない同級生の様子を聞き、担当教員が連絡を取って相談に乗っている卒業

生もおり、1年目の卒業生支援として大切な機会となっている。 

頌栄祭では「おかえりなさい頌栄 BREAK」として HP等に案内を掲載し、卒業生が立ちよ

る場所を提供した。卒業後数年の卒業生たちがブースに訪れており、今年度は 30数名が

立ち寄っている。近況報告や相談の機会ともなり、卒後支援の 1つとして継続予定であ

る。頌栄祭以外でも退職・再就職の相談のための来校や問い合わせがあり、卒業生の相談

窓口や再就職斡旋としての役割を担っている。 

⑤ 学外の諸機関との連携等について 

兵庫県内私立短期大学就職研究会に加入し、意見交換・情報収集を行って進路支援にい 

かしている。また、参加可能な幼稚園・保育園の各団体との懇談会等にも出席して、保育

現場との関係を深めながら、卒業生の様子や園の求める保育者像などを伺う機会となって

いる。今後も継続して会に出席し、情報収集を図っていく。 

 

5）入試の取組 
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①入試の取組 

70 名の新入生確保を目指したが、2025年度入学者数は 27名と極めて厳しい結果とな 

った。総合型選抜ではⅠ・Ⅱ期（エントリー型）と、Ⅲ（出願型）期を設けた。総合型

選抜での合格者は計 22名（うちキリスト者入試は 0名、ファミリー入試は 6名）であっ

た。 

学校推薦型選抜はⅠ期 0名、Ⅱ期 0名、指定校推薦 2名の合格者、社会人・学士取得見

込み者入試 2名、一般選抜入試はⅠ期、Ⅱ期それぞれ 1名の合格であった。今年度認定

を受けて実施した職業訓練 長期人材育成コース受講者は 3名の応募 2名の合格者とな

った。合格者のうち、2026年度以降の募集停止を受け 2名の入学辞退者があった。その

他社会人・学士取得見込み者入試より 1名の入学辞退者があった。 

 

②入試に関わる広報活動の取組 

入試に関わる学内での広報についてはオープンキャンパス（以下 OC）と個別相談会と

授業見学会、高等学校教員対象説明会を実施した。学外においては各校や会場で実施され

る進学ガイダンスに参加した。 

高等学校教員対象説明会には初めて参加くださる高校もあり、説明会後の学内見学も好評

であった。また姫路会場にも 2名の先生が参加くださった。 

志願者数の増減に直接影響する OC参加者数は、2025年度入試計名（2024年 3月～10

月）91名であった。また、2024 年度請求数（兵庫県内高校 3年生）は 174件であった。

経費が最も高いリクルートからの資料請求数は 329名（2021年度 449名、2022 年度 484

名、2023年度 462名）であった。 

進学ガイダンス参加については、高校内・会場での進学ガイダンス等の参加は 145件であ

った。模擬授業は 12 校から 5校、なかでも連携強化を図りたい神戸北高校では複数回授

業や西鈴蘭台保育園の保育体験も実施した。参加者から 4名が本学に進学している。 

ガイダンスは高校生に直接、本学をアピールする貴重な機会となっているが、保育者希

望の減少や 4年制大学の志望者増もあり、本学のガイダンスを希望する 1校当たりの参加

人数が少なく、キャンセルも 24 件あった。また募集停止を決定後にこちらからキャンセ

ルしたものは 24 件である。 

 

6）研究、FD･SD 等の取組 

① FD研修会について 

第 1回「連携・協定による学生の受入れについて」 6月 18日（火）16：45～18：15 

② FD・SD研修会について 

第 1回「SNS に関する研修会」 7月 10日（水）15：05～16：35（保育科生対象の研

修に教職員が参加） 

第 2回「ハラスメントの正しい理解と防止のために」 9月 10日（火）10：00～12：

00（教員 10 名、職員 11名が参加） 

第 3回「非常勤講師懇談会」（Zoom） 2025年 2月 15日（土）14：00～16：00（専任

教員 4名、非常勤教員 12名、教務課職員 2名が参加） 

③ 授業相互参観：12 月 2日(月)～12月 13日(金) に実施した。  

  

7）地域連携等の取組 

① 行政との連携 
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  2024年 7月に、ユースプラザ KOBE・EAST(神戸市)、あかしこども広場 AKASHIユースス

ペース(明石市)との連携で「高校生保育講座」を保育職に関心のある高校生 9 名が保育体

験を行った。事前講義「対象理解」「保育の仕事とは」2回と頌栄幼稚園での実習 5日間行

った。それぞれの施設の運営主体である神戸 YMCAの協力に感謝である。 

8 月 21 日には、「夏休みこどもいろいろ体験プログラム」も開催し、当日は幸田瑞穂専

任講師が担当し、小学生の子どもたちと「自然の色を楽しもう」と題し草木染めワークシ

ョップを行った。東灘区との連携を引き続き行い、区役所ホールにあるチラシ配置スペー

ス、動画配信スペースを活用した。 

②  秋のファミリー自然観察会 

2024 年 11 月 9 日に、頌栄短期大学名誉教授であり、兵庫県立人と自然の博物館の客員

研究員でもある黒﨑史平先生による自然観察会を開催された。この機会に参加者は、頌栄

のさまざまな自然を観察し、植物や生き物について貴重な講話を聞くことができた。 

③  点火祭 

 2024年 11 月 20日、頌栄短期大学と頌栄幼稚園の教職員が一緒にクリスマスツリーの点

灯式を行った。学生や園児たちが参加し、学生聖歌隊の歌声を聞きながら、特別な時を共

有することができた。 

④  パイプオルガン演奏会 

 2024 年 11 月 16日、関西学院オルガニストであり、日本基督教団讃美歌委員でもある竹 

佐古真希氏による「パイプオルガン演奏会」がハウチャペルにて開催された。当日は、 

グレンツゥイング社製のパイプオルガンが奏でる豊かで荘厳な音色に包まれ、来場者はそ 

の魅力を味わった。 

⑤クリスマスの夕べ 
2024年 12月 20日、神戸マス・クワイアの方をお招きしての音楽礼拝と、学生によるハ

ンドベルや吹奏楽、さらには教員も参加してページェント（キリストの降誕劇）も行われ

た。多彩な演目が織り成す内容で、来場者と学生・教職員が心温まるひとときを過ごした。 

⑥   1995 年阪神淡路大震災を忘れない 

2024年 1月 11日、「1995年阪神淡路大震災を忘れない」ハンドベルメモリアルコンサー

トを開催した。ハンドベルクワイヤーの学生にとっても、阿部恩元学長の指導を受け、OG

の演奏から学ぶよい経験となった。 

⑦  学生の参加  

頌栄短期大学が加盟している一般社団法人「大学コンソーシアムひょうご神戸」学生災

害ボランティアネットワーク事業に参加した学生３名が、これまでの活動について創立記

念礼拝の場で報告・紹介を行った。 

 

Ⅲ 頌栄幼稚園の取組 

主な行事 

4月 10 始業式・11 入園式・12～17 家庭訪問・15 クラス懇談（年中

少）・年中身体測定・16 クラス懇談（年長）・イースター礼拝・

17年少身体測定・親子学級年長たけのこ掘り 18たけのこクッ

キング 19 聖書に聴く会・年長身体測定・23誕生会 25年中長

春の遠足（いちご狩り） 

5月 8年中長身体測定 9年少身体測定・10母の日礼拝 14短大合同礼拝 
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15年中参観 16 年少春の親子遠足 17年長参観 20避難訓練（火事） 

22 年中少ペンテコステ礼拝（ハウチャペル） 24 年長ペンテコステ礼

拝（神戸教会）25新一年生お里帰り 28誕生会 29運動あそび 30親

子学級（岡橋先生）  

6月 3内科健診・4年長クッキング・年中身体測定・5耳鼻科健診・7花の日

こどもの日礼拝・8 親子学級（竹馬づくり）11 眼科健診 12 年長身体測

定 13年中クッキング・年少身体測定・14親子学級（江種先生）・18誕生

会・19 プール開き・25年少クッキング・短大合同礼拝・26運動あそび 

7月 2親子学級（母の会公演会）年少身体測定・3年長身体測定 4年中身体

測定・5親子学級（年長七夕お茶会）・8避難訓練（大雨・引き渡し）・9

～12個別懇談・9誕生会・10運動あそび・11親子学級（食育）・17終業

式  18～19 年長お泊り保育・26～8/1 高校生保育講座・29 夏期保育

①・30 夏期保育②・31夏期保育③  

8月 1夏期保育④・26夏期保育⑤・27夏期保育⑥・誕生会 

9月 2始業式・3 聖書に聴く会 4年中長身体測定・5年少身体測定・

6・7・12 入園説明会 10 誕生会・13 敬老の日礼拝・19 年中クッ

キング 20 運動あそび・24 短大合同礼拝 26 年少クッキング 27

年少わらべうた・ 

10月 1入園願書受付面接・8年長身体測定・9年中身体測定 10年少

身体測定 11 年少わらべうた・19 あそびまつり・22 親子学級

（北岡先生）24全園児遠足 25ひよこぐみ面接 ・28～11/1ト

ライやるウィーク（魚崎中）29誕生会 

11月 １創立記念礼拝（塚本先生）5 年少身体測定 5～8 トライやるウィーク

（鷹匠中） ７お芋ほり・年中長身体測定 8収穫感謝礼拝・11アドベ

ント礼拝①・トライやるウィーク（御影中）・12誕生会 13焼き芋大会・

15年少わらべうた 16頌栄祭・19アドベント礼拝②・20点火祭・22運

動あそび・25親子学級（石岡先生）26アドベント礼拝③ 

12月 3 アドベント礼拝④・4 年中身体測定 5 年少身体測定 6 クリス

マス礼拝・祝会 9年長身体測定 10誕生会 12～17個別懇談・

14クリスマス同園会 17親子学級 もちつき 19終業式 

1月 9 始業式・10 聖書に聴く会・年少身体測定 11 親子学級（お正月あそ

び）14 年中身体測定 15 年長身体測定・17 メモリアル礼拝・避難訓練

（地震）・21誕生会 ・24新入園児一日入園・保護者説明会・交通安全

教室 28 年長クッキング 31年少わらべうた遊び 

2月 4年少クッキング 14生活発表会・18年中クッキング年少身体測

定・19 親子学級（お味噌作り）・年長身体測定・20避難訓練（火

事）年中身体測定・21運動あそび 25誕生会・27お別れ遠足・

28園内ひな祭り 

3月  3 国際ひな祭り・4 誕生会・5 年長身体測定 年少クラス懇談会・10 卒

業礼拝・11 年長クラス懇談会・年中身体測定 12年少身体測定 13第 136

回卒業式・17年中少クラス懇談会 18修了式 

 ＊年間通して預かり保育（春夏冬期休業中も含む）を実施 
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Ⅳ 施設・設備の取組 

① A棟図書館前のセンダンの木の伐採 

 （実施期間）2024年 4月 

② 幼稚園舎裏の樹木の伐採 

 （実施期間）2024年 6月、7月 

 （内容）幼稚園舎裏の危険な樹木の伐採、剪定を実施。 

③  幼稚園舎屋根防水加工工事 

 （実施期間）2024年 6月 

 （内容）幼稚園舎屋根が劣化しているため防水加工工事を行った。 

④  A 棟 1階学生用トイレの改修 

 （実施期間）2024 年 6月 

 （内容） A棟 1階学生トイレの便器を和式から洋式に取り換えた。 

⑤  短大北通用門川沿いの樹木剪定 

 （実施期間）2024年 7月 

 （内容）北通用門川沿いの樹木の倒木の撤去と剪定を実施。 

⑥  近隣マンション敷地内の樹木剪定 

（実施期間）2024年 7月 

 （内容）近隣マンション敷地内への越境が確認されたため、当該樹木の剪定を実施。 

⑦  短大Ｄ棟北側の樹木剪定 

（実施期間）2024年 8月 

 （内容）公道への樹木の越境が確認されたため、当該樹木の剪定を実施。 

⑧ 短大教室内のハンドマイク購入 

 （実施期間）2024年 8月 

 （内容）老朽化に伴い交換した。 

⑨ 短期大学教室内の AV 機器の入れ替えについて 

 （実施期間）2024年 8月 

 （内容）老朽化に伴い入れ替えを行った。 

⑩ 御影敷地内への落雷に伴う機器の入れ替え 

 （実施期間）2024 年 9月～2025年 1月 

 （内容）落雷による敷地内の電子機器及び関連設備の故障・破損が学されたため対象

機器の交換・修理を行った。 

⑪ 図書館システムの入れ替え 

（実施期間）2024年 12月～2025年 3月 

 （内容）図書館のシステムの入れ替えを行った。 

 

Ⅴ 財務状況 

 【収入】 

 短大入学者が、2022年度 99人、2023年度 71人、2024 年度 47人と減少、在籍者数も 

2022年度 200人、2023年度 172人、2024 年度 117人と大きく減少する中、 

2024年度学納金収入は、181百万円と前年比 71百万円の減少、補助金収入も 52百万円と 

前年比 11百万円の減少となった。 

【支出】 
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人件費支出については、2024 年度、退職金支出 7 百万円を除く実質人件費は 212 百万円と

前年比 12 百万円減少した。今後、短大閉学、幼稚園法人化を見据え、更なる人件費圧縮を

急ぎたい。 

経費支出については、2023年度修学支援金を除く実質経費は 237百万円と前年比 68百万円

の増加となった。 

【収支】 

以上から、2024度教育活動による資金収支は、▲146百万円と前年比 63百万円悪化した。 

岡施設引当特定資産より 40 百万円を活用したうえで、不足資金については借入金 100 百万

円で補った。 

この結果、2024 年度末の手元資金は、繰越支払資金と特定資産の合計で 121 百万円と前年

度末比▲64百万円となった。なお、年度末において、退職給与引当特定資産は 90百万円と

し教職員の退職金は 100％を確保している。また、修学支援金機関要件についても充足した。

経営環境の大きな変化に対応し与えられたミッションを果たすべく、遊休資産の活用を急い

でいるところである。 

 


